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　1月15日㈱、ピピアで成人式が行われました。

　振り袖やスーツで着飾った新成人の皆さんは、

友人たちとの久しぶりの再会に、会話や記念写

真に花を咲かせていました。

　なお、15日に行われる成人式は、 今年で最後

となり、、来年は、1月10日が成人の日となむます。1
人口　12，629人

世帯　　3，872世帯

一　1（男6，198人　女6，431人）

＋2（1月1日現在）
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2月16日（火）：～3月15日（月）■
　
■申告期間

　
今
年
も
町
・
県
民
税
や
所
得
税
な
ど
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
の
時
期
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
。
申
告
期
限
が
間
近
に
な

る
と
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
予
定
さ
れ
た
相
談
日
に
申
告
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

役場税務課

熊谷税務署

驚
・
繋
難
税
の
贈
告
の
麟
要
憲
か
驚

　
平
成
十
一
年
一
月
一
日
現
在
江
南
町
に
住
所
が
あ

り
、
平
成
十
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

た
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
事
業
（
営
業
）
・
農
業
・
そ
の
他
事
業
を
行
っ
て

　
い
る
か
た

②
不
動
産
（
地
代
家
賃
等
Y
配
当
・
利
子
・
雑
（
公

　
的
年
金
等
）
所
得
等
が
あ
っ
た
か
た

③
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書

　
が
町
に
提
出
の
な
い
か
た

④
給
与
を
ニ
ケ
所
以
上
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た

⑤
給
与
所
得
の
ほ
か
に
①
や
②
の
所
得
が
あ
っ
た
か

　
た

⑥
給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
（
災
害
や
盗
難
）
や
医

　
療
費
控
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
か
た

⑦
申
告
書
の
届
い
た
か
た

　
た
だ
し
、
確
定
申
告
を
し
た
か
た
や
給
与
所
得
だ

け
で
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
の

あ
っ
た
か
た
、
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
か
た
は
申

告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
書
は
二
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
が
、
申
告
が

必
要
と
な
る
か
た
で
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
た
申
告
書
は
町
・
県
民
税
の

算
出
資
料
と
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出

資
料
や
所
得
証
明
書
等
の
発
行
、
非
課
税
や
扶
養
の

判
定
資
料
に
な
り
ま
す
。

蘭
藩
に
鱒
墾
登
な
も
の

○
申
告
書

○
事
業
・
農
業
・
そ
の
他
事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ

　
る
か
た
は
収
支
内
訳
書
ま
た
は
収
支
の
わ
か
る
も

　
の
（
現
金
出
納
帳
な
ど
）

O
医
療
費
控
除
を
受
け
る
か
た
は
医
療
費
の
領
収
書

O
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額

○
生
命
保
険
・
個
人
年
金
保
険
・
損
害
保
険
な
ど
の

　
支
払
証
明
書

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
か
た
は
（
扶
養
者
を
含
む
）

　
障
害
者
手
帳
ま
た
は
み
ど
り
の
手
帳

O
学
生
の
か
た
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

○
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
か
た
は
県
共
同
募
金
会
・

　
日
赤
支
部
・
地
方
公
共
団
体
発
行
の
領
収
書

○
印
鑑

確
憲
寧
鋒
騰
螂
要
惣
無
驚

〔
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
等
が
あ
る
か
た
〕

　
平
成
十
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、

扶
養
控
除
等
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
か
た

は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

〔
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
〕

○
年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
か
た

O
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計

　
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
か
た

○
給
与
を
ニ
ケ
所
以
上
か
ら
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た

確
定
華
護
叢
書
蚤
と
蘇
鍛
税
が
還
鰐
さ
鞭
る
か
た

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
か
た
で
も
次
の
よ

う
な
か
た
は
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

O
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得

　
し
た
り
増
改
築
な
ど
を
し
た
か
た

O
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
か
た

O
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
か
た

○
年
の
途
中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た

　
た
め
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
か
た

（2）
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《申告受付日程表》

詮繍く6◆　　　　　　　　　襯醐獅購川
3月15目塞で。　　　　　　　　紹曾税務墾

＝㎝K麗暁　　　　　　　　　県・市町村
陵一ゆ7クス7ン，一》でもとう彫．　贈P論1曜P盆‘

月日（曜日） 対象者 会　場

2月16日（殉
小江川・須賀広

町民体育館

2階会議室

智36－1521
（内線350）

2月17日（水）

2月18日（利 小江川・野原

2月19日（釧
板井・塩

2月22日（月）

2月23日（火）

押切・中央2月24日（水）

2月25日（お

2月26日（斜
押切・上新田・柴

3月1日（月）

3月2日（幻

成沢・三本・千代3月3日（弱

3月4日（木）

3月5日（斜

樋春・御正新田
3月8日（月）

3月9日㈹
3月10日（水）

3月11日（木） 町内全域

※　受付時間　午前9時より午前11時30分まで
　　　　　　午後1時より午後4時まで

●鐸しくはo即ゆ醍瀞■
◎税務署から申告相談日の通知があったかたは、指定日時に税務署へ申告してください。

申
告
書
は
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」
や

「
申
告
書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
し
て
ご
自
分
で
作
成

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
説
明
会

　
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
広
報
一
月
号
や
税
務
署
か

ら
の
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
給
与
所
得
の

み
の
か
た
で
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、
医
療
費
控
除

を
う
け
る
か
た
は
な
る
べ
く
二
月
八
日
・
十
日
・
十

二
日
の
還
付
申
告
会
場
（
熊
谷
市
立
勤
労
会
館
）
で

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
を
受
け
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
か
た
は
二
年
目

以
降
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

公
的
年
金
の
み
の
か
た
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
か

た
に
つ
い
て
も
還
付
中
告
説
明
会
を
二
月
十
日
に
行

い
ま
す
。

驚
し
い
肇
欝
鞍

　
所
得
税
、
町
・
県
民
税
は
自
身
の
所
得
状
況
を
最

も
よ
く
知
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
が
税
法
に
従
っ
て
所

得
と
税
額
を
計
算
し
て
申
告
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た
が
申
告
し
な
か

っ
た
り
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、
後
で
不

足
の
税
額
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
不
足
額
の
十
五
％

ま
た
は
十
％
の
加
算
税
が
加
算
さ
れ
、
さ
ら
に
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

串
告
期
限
と
問
い
含
わ
せ

町
・
県
民
税
関
係

O
町
・
県
民
税
の
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で

　
　
　
　
　
役
場
税
務
課
　
奮
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
　
二
三
四
・
二
五
四

所
得
税
関
係

O
所
得
税
の
申
告
・
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

○
消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
申
告
・

　
納
税
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

○
贈
与
税
の
申
告
・
納
税
は
二
月
〕
日
か
ら
三
月
十

　
五
日
ま
で

〒
三
六
〇
1
八
六
二
〇
　
熊
谷
市
仲
町
四
一

　
　
　
　
熊
谷
税
務
署
　
奮
代
表
一
二
－
二
九
〇
五

※
　
各
種
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
次
の
担
当
課
・

部
門
へ
電
話
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

総
合
案
内
・
申
告
書
の
受
付
等

　
　
　
　
　
総
務
課
智
二
二
ー
二
二
五
三

納
税
、
納
税
証
明
書
の
発
行
等

　
　
　
　
　
管
理
徴
収
部
門
　
a
二
一
－
四
〇
三
二

申
告
所
得
税
・
消
費
税
（
個
人
）

　
　
　
　
　
個
人
課
税
部
門
　
餐
二
－
五
六
四
九

土
地
を
売
っ
た
場
合
の
税
金
、
贈
与
税
、
相
続
税
、

地
価
税

　
　
　
　
　
資
産
課
税
部
門
　
台
二
一
－
五
七
九
二

法
人
税
、
消
費
税
（
法
人
）
印
紙
税
等

　
　
　
　
　
法
人
課
税
部
門
　
餐
二
－
五
九
六
二

源
泉
所
得
税

　
　
　
　
　
法
人
課
税
部
門
　
奮
二
一
－
五
九
六
四

酒
税
、
酒
類
販
売
業
免
許
等

　
　
　
　
　
酒
類
指
導
官
餐
二
－
五
八
六
九

国
の
税
金
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　
　
税
務
相
談
室
奮
二
四
－
七
九
六
一

（3）
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「
工
事
に
伴
い
、
い
い
土
が
出
ま
し

た
が
処
分
に
困
っ
て
い
ま
す
。
お
金
も

払
い
ま
す
か
ら
お
宅
の
農
地
を
そ
の
土

で
改
良
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
」
…
…
よ
い

条
件
で
す
ね
。
し
か
し
、
悪
質
な
業
者

の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

大
事
な
農
地
を
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
山

に
し
て
し
ま
う
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
の
農
地
、
か
け
が
え
の

な
い
農
地
が
二
度
と
使
い
物
に
な
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
辺
の
農
地
の
み
な

ら
ず
用
水
な
ど
の
環
境
や
近
隣
住
民
に

与
え
る
影
響
も
心
配
で
す
。

　
農
地
の
埋
め
立
て
（
農
地
の
改
良
）

は
許
可
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
地
元
の
農
業
委
員
ま
た
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
特

に
契
約
を
結
び
、
金
銭
を
受
け
取
っ
て

し
ま
う
と
問
題
の
早
期
解
決
が
困
難
に

な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
「
い
い
条
件
の
話
が
あ
っ
た
が
ど
う

か
ね
」
と
農
業
委
員
に
相
談
し
て
か
ら

で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

盈
三
六
－
一
五
一
二
内
線
劉

●

＼
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　薄蘭
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※
雑
草
・
ご
み
・
危
険
物
は
、
田
畑
・

　
用
排
水
路
・
道
路
な
ど
に
捨
て
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
木
障
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
畦
畔
を
保
全
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
毒
す
る
と
き
は
、
事
前
に
隣
地
へ

　
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

※
気
持
ち
よ
く
農
作
業
で
き
る
よ
う
お

　
互
い
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
そ
の
他
の
農
業
公
害
に
注
意
し
ま
し

　
ょ
う
。

認
盤
簿
鷲
喫

　
「
現
況
届
」
は
、
年
金
の
受
給
権
者

が
支
給
停
止
事
由
に
該
当
し
て
い
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金
の
支

給
を
受
け
る
た
め
、
年
金
の
受
給
権
者

が
毎
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
必
ず
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
前
年
の
四
月
一
日
以
後
に
裁

定
さ
れ
た
人
は
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
農
業
者
年
金
基
金
で
は
、

毎
年
2
月
末
日
ま
で
に
「
現
況
届
」
の

用
紙
を
作
成
し
本
人
に
送
り
ま
す
。

①
現
況
届
の
用
紙
に
町
長
の
証
明
を
受

　
け
る
。

②
農
業
委
員
会
会
長
の
確
認
の
証
明
を

　
を
受
け
る

※
も
し
現
況
の
届
出
を
し
な
か
っ
た
場

　
合
に
は
確
認
が
で
き
な
い
の
で
現
況

　
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
年
金
の
支
払

　
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

※
現
況
届
の
用
紙
は
、
そ
の
ま
ま
コ
ン

　
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
読
み
と
り
ま
す

　
の
で
、
汚
し
た
り
、
折
り
曲
げ
た
り

　
し
な
い
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
飼
／

　
　
　
　
　
羅
鑑

　
　
　
　
　
　
薗
⇔

　
標
準
小
作
料
が
　
　
　
　
　
の

　
　
　
改
訂
に
な
り
ま
し
た

「

I
－

、
　

　
標
準
小
作
料
は
、
農
地
の
貸
し
借
り

を
す
る
場
合
の
一
つ
の
目
安
と
し
て
、

3
年
に
一
度
全
国
的
に
改
訂
さ
れ
、
江

南
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
標
準
小
作
料
制
度
は
、
農
業
委
員
会

が
そ
の
区
域
内
の
農
地
に
つ
い
て
自
然

的
条
件
、
利
用
上
の
条
件
に
応
じ
て
借

り
手
の
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
旨
と
し
て
、
賃
貸
借
当
事
者
で
小
作

料
を
定
め
て
も
ら
う
た
め
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

標準小作料　（10a当り単位円）

農地区分 田の部 畑の部

上 14，000 9，000

中 12，000 8，000

（H11．1．1～H13．12．31）



家
族
み
ん
な
で

　
　
　
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
　
市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
み
な

｛
さ
ん
が
会
費
を
出
し
あ
い
交
通
事
故

3
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
り
、
け
が
を
し

　
た
と
き
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相

・
互
扶
助
制
度
で
す
。

　
　
町
に
お
い
て
は
、
昨
年
四
月
か
ら
十

・
二
月
ま
で
の
間
に
、
三
十
人
の
か
た
に

－
合
計
二
百
五
十
四
万
円
の
見
舞
金
が

『
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

“
　
現
在
、
町
で
は
六
千
五
百
二
十
六

［
名
の
か
た
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
が
、

ご
二
月
三
十
一
日
で
期
間
満
了
と
な
り

腰
ま
す
の
で
、
来
年
度
の
申
込
み
を
二

「
月
八
日
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
申
し
込
む
場
合
は
、
会
費
を
添
え
、

　
区
長
さ
ん
を
通
し
て
申
し
込
ん
で
く

・
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

㌦
校
の
児
童
・
生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
昨
年
に
引
き
続
き
各
ご
家
庭
で
の
申

」
・
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違

　
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

㎡
ま
す
．

　
※
　
申
込
用
紙
が
な
い
時
は
、
役
場

郡
務
課
窓
。
に
あ
り
・
役
場
で
串

　

距
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
ト
2
局
聖
　
冒
劃
田
　

－

●
会
費

　
〇
一
般
…
…
…
…
…
…
・
…
九
百
円

　
（
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
以
前
に

　
生
ま
れ
た
か
た
）

　
○
中
学
生
以
下
…
…
…
…
…
五
百
円

　
（
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
日
以
後
に

　
生
ま
れ
た
か
た
）

●
有
効
期
間

　
　
平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

　
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年

　
間
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、
会
費
を

　
納
入
し
た
日
の
翌
日
か
ら
、
三
月
三

　
十
一
日
ま
で
）
で
す
。

●
加
入
で
き
る
か
た

①
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
か
た
（
外
国
人
登

　
録
者
も
含
み
ま
す
）

②
①
の
被
扶
養
者
で
あ
り
、
修
学
の

　
た
め
町
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
か
た

●
対
象
と
な
る
交
通
事
故

①
　
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自

　
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
車
に
乗

　
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

　
転
覆
し
た
事
故
や
、
歩
い
て
い
て
こ

　
れ
ら
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ

　
か
れ
た
り
し
た
事
故

②
踏
切
道
に
お
け
る
電
車
な
ど
の
接

　
触
、
衝
突
、
そ
の
他
の
事
故

●
見
舞
金
の
請
求
方
法

　
　
加
入
後
に
お
け
る
請
求
方
法
に

　
つ
い
て
は
、
必
ず
各
家
庭
に
配
付

　
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご

　
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
請
求
に
必
要
な
申
請
用

　
紙
は
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
交

　
通
災
害
共
済
係
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
暦
三
六
－
一
五
一
二
内
線
二
二
六

人

0
－
羅
・

　
｛
甕

－
離
・

　
淫
．

2
雛
灘
講
．

　
レ
　
　
亀
　
軍

2　
　
張
薯

　
　
　
　
　
1
灘
羅

　
　
　
　
　
歯
幾

　
　
　
　
、
需
、
　
『
婁
薯

『
0
圧
掃

　
繊
鷺
難
．
轟

　
灘
灘
辮

鍔

6
　
　
F
D
　
　
4
　
　
つ
」
　
0
乙
　
　
－

金舞見百
万
円

二
十
万
円

十
七
万
円

十
四
万
円

十
一
万
円

八
万
円

六
万
円

五
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
五
千
円

市町村交通災害共済加入申込書兼会員台帳（市町村保存
号
県

鋤
玉

徽
埼

住
　
所

フリガナ

世氏
帯
主
名

　　　ド㌧メ‘

電話番号
一　　一　　一　　一　雪　一　　一　　一　　冒　　冒　　r　　辱　　曹　一　一　一　雪　ロ　雪　雪　　一　冒　　r

　l艦司☆1

　　会員世帯番号
顧　一　一　一　一　殉　田　騨　r　一　一　一　一　一　隠　一　『　『　一　一　一　一　一　一　餉　ロ　ー　一

加入者氏名
⑳1 ⑳2

生年月日
会員番号

注意事項

1．性別・一般・中学生以下の欄は該当にO

　印をつけて下さい。

2，生年月日は

　中学生以下（昭和59年4月2日以後生まれ）

　の方だけ記入して下さい。

性別 一般
中学生

以下

1 男・女
　円
900

　円
500

明・大・昭・平

2 男・女
　円
9Ω（1

　円
500

明・大・昭・平

3 男，女
　円
90Q・

　円
500

明・大・昭・平

4 男・女
　円
900

、円

500
鴨大・晒平

　　般
900円 人 円5 男・女

　円
900

　円
500

明・大・昭・平

中学生以下

　500円 人 ㌧円6 男・女
　円
900

　円
500

明・大・昭・平

7 男・女
　円
900

　円
500

明・大・昭・平 合　　　計
人 円

共済期間 平成11年4月1日から平成12年3月31日まで 平成　　　年　　　月　　　日領収

太
線
の
中
の
み
ご
記
入
く
だ
さ
い

※会員証裏面の記載事項を承認の上申込みます。

市町村
取扱者

埼玉県市町村交通災害共済組合

（5）



市内局番が変わります

　現在市外局番0485を使用している電話等の番号が、電話の加入者増等

に伴い、番号容量を拡大する目的で、平成11年7月20日から下記のとおり変

更となります。

　なお、平成11年7月20日以降、市内通話を行う場合には、現在の市内局番

の前に「5」を付けてダイヤルする必要がありますので、注意してください。

　　　　　　　　　【番号変更方法】

　　　　　　　　　　　　（市外局番）　（市内局番）（加入者番号）

　　　現在　 0485一△△一〇〇〇〇
平成11年7月20日から　048　－5△△一一〇〇〇〇

※なお、市外局番が048となりますが、市内局番でかけられる地域は、番
　号変更対象地域だけとなります。

　※番号変更対象区域

　　熊谷市・北本市・行田市・鴻巣市・羽生市・深谷市・大里郡（大里村・妻沼町の

　　一部を除く）・北足立郡吹上町・北埼玉郡川里村・南河原村

　　また、不明な点等ありましたら、

　　　郵政省　関東電気通信監理局電気通信事業課　盈03－3243－8633まで

「
『
…
　
　
　
　
ー
ト
ト

、
I
　
　
　

　
　
　

　
，
－
i
－
1

ト
ー
ト

ー
ー
　
　
　

ー
ヨ
ー
F
ロ
ー

1
－
1
－
－
ー

　

1
　

ー
ー
「
、

一
全
国
一
斉
春
季
火
災
予
防
運
動

皿

　
　
「
気
を
つ
け
て

　
　
　
　
　
は
じ
め
は
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
い
さ
な
火
」

…
　
三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
全
国
一
　
㈲
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

ガ
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
で
遊
ば
せ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
は
　
し
く
　
い
ヤ
た
こ
　

　

｝
．
」
の
季
節
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥
し
配
線
を
し
な
い

［
風
の
強
い
日
が
多
く
、
ち
ょ
つ
と
し
た
　
の
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

『
油
断
か
ら
思
わ
ぬ
大
火
と
な
る
恐
れ
が
　
　
を
近
づ
け
な
い

皿
あ
り
ま
す
。

｝一
　
昨
年
熊
谷
地
区
消
防
組
合
管
内
に
発
　
熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課

一
生
し
た
火
災
件
数
は
、
八
十
六
件
（
前
　
　
　
　
　
　
　
智
二
二
－
九
九
九
一

一
年
比
五
件
増
加
）
で
、
火
災
に
よ
る
死

　
皿
者
は
七
人
で
す
。

　
火
災
原
因
で
は
、
放
火
、
放
火
の
疑

い
、
電
気
配
線
、
た
ば
こ
、
コ
ン
ロ
が
　
　
）

上
位
を
し
め
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
が
・
ノ
、
、
、

＝
」
れ
ら
の
火
災
は
建
物
の
周
囲
に
燃
　
ヨ
）
3

鎌
…
脳
朧
灘
㌘
淺
～

　
火
の
用
心
、
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ω
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
　
　
　
　
へ
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
置
か
な
い

吻
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い

⑥
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場

　
を
離
れ
な
い

ω
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

（6）



トピ野ケス

　新春ゲートボール大会
　元日に、今年で5回目となる上新田地区

ゲートボール大会が、同地区のゲートボー

ル場で行われました。

　寒さのきびしい中、甘酒ややきいもで暖

をとりながら、地区の指導者の指導のもと

で、小学生からお年寄りまで和気あいあい

と、新年を迎えました。

醜
凹
旧
昌
o
』
■

「江南町史資料編2」刊行

　町教育委員会では平成2年より町史の編

さんを行っておりますが、このたび第4回

配本として「江南町史資料編2一古代・中

世一」を刊行しました。

　本書は、古代から戦国時代末期までの町

内や周辺に関する古文書を収録し、読み下

し文や、写真、解説文を付けたものです。

　ご希望のかたには、教育委員会にて1冊

3，000円で頒布しております。

　　　　　出初め式

　江南消防団の出初め式が1月10日に役場

庁舎前で行われました。式終了後には、大

沼公園において3分団による済放水や火●
災予防を呼びかける広報が行われました。

　2月、3月は、空気が乾燥し、火災が発

生しやすい時期ですので、火の元にはくれ

ぐれも注意してください。

2月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1　・　6　・11・16。21・26 （有）笠原設備工業所 36－3662

2　・　7　・12　・17・22・27 （有）　松　本　設　備 36－5177

3　・　8　。13・18。23。28 （有）加藤ポンプ店 36－0310

4　・　9　。14・19・24 ㈱　光　栄　建　設 36－1052

5　・10・15　・20。25 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事業者または、

当番の指定工事業者へ

お願いしてください。



　
町
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
基
本
健
診
結
果
に
お
い
て
、
貧
血
は
高
脂
血
症
に
つ
い

で
多
く
、
平
成
十
年
度
は
受
診
者
七
百
九
十
五
人
の
う
ち
、
な
ん
と
三
百
三
十
一
人

（
四
一
・
六
％
）
が
「
貧
血
の
疑
い
」
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
貧
血
は
女

性
に
多
い
病
気
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
江
南
町
で
は
、
男
性
も
貧
血
の

疑
い
と
判
定
さ
れ
て
い
る
か
た
が
多
く
、
男
性
の
受
診
者
の
約
四
割
を
占
め
て
い
ま

し
た
。

●
貧
血
っ
て
な
に
？

　
貧
血
は
血
液
中
の
赤
血
球
の
数
や
血

色
素
の
量
が
減
少
し
て
、
血
液
が
薄
く

な
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
貧
血
に
な

る
と
、
肺
の
組
織
と
の
間
の
酸
素
と
炭

酸
ガ
ス
の
交
換
や
運
搬
と
い
う
仕
事
の

能
率
が
落
ち
て
、
組
織
の
呼
吸
が
う
ま

く
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
一
般
的
な
症
状
と
し
て
は
、
顔
色
が

悪
く
青
白
く
な
る
、
動
悸
や
息
切
れ
が

す
る
、
疲
れ
や
す
い
、
頭
が
重
い
、
い

ら
い
ら
す
る
、
め
ま
い
が
す
る
、
耳
な

り
が
す
る
、
手
足
の
指
先
が
し
び
れ
る
、

か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
一
番
多
い
の
が
鉄
欠
乏
症
貧
血

　
女
性
は
貧
血
に
な
り
や
す
く
成
人
女

石性
の
二
〇
％
強
が
、
貧
血
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
は
生
理
・
授
乳

に
よ
り
、
鉄
が
不
足
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
通
の
原
因
と
し
て

は
、
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
や
、
胃
・
大

腸
ガ
ン
な
ど
に
よ
る
消
化
管
か
ら
の
出

血
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
原
因
と
し

て
は
食
生
活
に
お
け
る
偏
食
な
ど
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
貧
血
に
な
ら
な
い
た
め
の
食
事
は
？

・
食
事
は
三
回
、
規
則
正
し
く
と
り
ま

　
し
ょ
う

・
加
工
食
品
の
偏
り
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
，
つ

・
毎
日
の
食
事
に
は
鉄
・
動
物
性
タ
ン

　
パ
ク
質
・
ビ
タ
ミ
ン
C
を
必
ず
と
り

　
ま
し
ょ
う

・
鉄
分
の
多
い
食
品
を
毎
日
欠
か
さ
ず

　
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
鉄
は
貧
血
の
予
防
と
治
療
に
か
か
せ

な
い
栄
養
素
で
す
。
次
の
食
品
を
積
極

的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

一

レ
バ
ー
・
卵
黄
・
い
わ
し
・
わ
か
さ

ぎ
・
煮
干
し
・
あ
さ
り
・
か
き
・
ほ
』

一
う
れ
ん
草
・
小
松
菜
・
切
干
大
根
・

一
大
豆
・
ゴ
マ
・
の
り
・
ひ
じ
き
な
ど

●
貧
血
を
放
置
す
る
と

　
貧
血
を
放
置
す
る
と
、
全
身
の
組
織

の
酸
素
不
足
状
態
を
補
お
う
と
し
て
、

心
臓
や
肺
が
必
要
以
上
に
働
こ
う
と
し

ま
す
。
こ
の
た
め
に
頻
脈
・
呼
吸
促
進
一

な
ど
の
症
状
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
ま

た
、
心
雑
音
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
中
に
は
、
何
か
重
大
な
病
気
が

か
く
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

ま
ず
は
医
師
の
診
断
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
十
二
月
十
一
一
百
、
第
二
十
三
回
江
南

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
、
町
民
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
外
か
ら
も
多
数
の
参
加

者
が
あ
り
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

△
【
般
男
子
A
の
部

優
　
勝
　
井
上
・
荻
原
（
東
松
山
市
）

準
優
勝
　
野
口
・
岩
瀬
（
東
松
山
市
）

第
三
位
　
嶋
田
・
本
田
（
深
谷
市
）

△
一
般
男
子
B
の
部

優
　
勝
　
ト
部
・
門
倉
（
江
南
町
）

準
優
勝
　
飯
田
・
神
山
（
川
本
町
）

第
三
位
荒
川
・
橋
本
（
熊
谷
市
）

△
一
般
女
子
A
の
部

優
勝
桜
井
・
高
野

　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
市
・
秩
父
市
）

準
優
勝
　
宇
野
・
藤
野
（
熊
谷
市
）

第
三
位
　
馬
渕
・
花
井
（
鴻
巣
市
）

△
一
般
女
子
B
の
部

優
勝
吉
川
・
武
田
（
深
谷
市
）

準
優
勝
　
田
島
・
富
田
（
熊
谷
市
）

第
三
位
荻
原
・
菅
野
（
深
谷
市
）

△
一
般
女
子
C
の
部

優
勝
高
荷
・
吉
田
（
川
本
町
）

準
優
勝
　
堀
口
・
馬
場
（
川
本
町
）

第
三
位
　
原
口
・
橋
本
（
熊
谷
市
）

●
ゴ
ル
フ
教
室

　
江
南
町
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
に
よ
る
ゴ

ル
フ
教
室
が
、
十
一
月
二
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
六
日
間
、
江
南
ゴ
ル
フ
練
習

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
級
者
を
対
象
と
し
、
十
四
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
た
教
室
は
、
江
南
ゴ
ル

フ
練
習
場
薄
井
秀
也
プ
ロ
の
熱
心
な
指

導
に
よ
り
充
実
し
た
教
室
と
な
り
ま
し

た
。

（8）
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　　　　　　　　　地域振興券を交付します

　町では、国の施策に基づいて、十五歳以下の子どもを持つ世帯への支援や、

老齢福祉年金等の受給者や所得が低い老人層の経済的負担を軽減し、個人消

費の喚起・地域経済の活性化を図ることを目的として、地域振興券を交付し
ます。

◎交付対象者

　平成11年1月1日の基準日において、次の要件に該当するかた
　（1）15歳以下の子どもを持つ世帯の世帯主

　（2）年金・手当の受給者

　　①老齢福祉年金②児童扶養手当　③障害児福祉手当　④特別障害者手
　　当　⑤福祉手当（経過措置分）　⑥原爆被爆者諸手当　⑦障害基礎年金

　　⑧障害年金　⑨遺族基礎年金　⑩母子年金⑪準母子年金⑫遺児年金
　※　ただし、⑦～⑫の受給者については、平成10年度分の個人町民税が非

　　課税の者（ただし、受給者が他のかたの平成10年度分の個人町民税の控除

　　対象配偶者または扶養親族に該当する場合は、扶養者が非課税の者）に
　　限る。

　（3）生活保護法の被保護者、社会福祉施設への入所者

　（4）平成10年度の個人町民税（所得割）が非課税で、65歳以上の身体、精神

　　障害によって常時介護が必要な者

　※　ただし、65歳以上のかたであっても、他のかたの控除対象配偶者また

　　は扶養親族に該当する場合には、扶養者の所得割が非課税の者に限る。

　（5）平成10年度の個人町民税（均等割）非課税の65歳以上の者

　※　ただし、65歳以上のかたであっても、他のかたの控除対象配偶者また

　　は扶養親族に該当する場合には、扶養者の均等割が非課税の者に限る。

★65歳以上の方については、上記の（2）から（5）のような条件がつきますので、

町において該当されると思われる方に通知いたします。

◎交付額：1人当たり2万円（1，000円券×20枚〉

　　　　　　　　　　　（世帯主へは、子どもの数×2万円）

◎使用条件

　○地域振興券での取り引きには、釣り銭は支払われません。

　○地域振興券交換・譲渡・売買は禁止します。

　○地域振興券は、交付された本人代理人・使者に限り使用できます。

◎利用可能期間　交付の日から6ケ月間

◎利用可能店舗　サービス業を含む　全業種の中から、町が独自に業種を決

　　　　　　　めて募集し、登録された民間業者（特定事業者）。

※問合せ　役場地域振興券室　暦36－1521内線226

地域振興券取扱事業者（特定事業者）
　　　　　　　　　　　　　　　　　説明会開催のお知らせ
「地域振興券」を取り扱う商店や事業主を募集するための説明会を下記のと

おり行いますので、登録を希望されるかたはご参加ください。

　○日時2月7日（日）午前10時から
　○場所江南町総合文化会館「ピピア」
　O間合せ　役場地域振興券室　奮36－1521　内線226

昭成水道

表取締役　加藤　英雄

谷市大字大麻生1393－5

－0090
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歳
例
《
昭
《
6
5
た
《
役
　
　
　
工
定
指
会
代
所
電
指
会
代
所
電
指
会
代
所
電
指
会
代
所
電
ヅ
　
　
　
　
　
　
4
鹿
原
そ
の
子

笠原鉄工所

表取締役　笠原忠次郎

本町大字田中62番地

83－2018

茂木商会

表取締役　茂木　治
谷市宮本町5

－0925
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石原住宅設備

表取締役　森　哲也

谷市大字石原323－4

22－2807



情報パツケ

ア自衛隊の活動

一般幹部候補生制度
二成11年2月26日（釧まで

1玉地方連絡部　熊谷募集

1務所　盈22－4855

1年度江南町
『ティア相談員募集

登校拒否の問題の重要性
」、学校長の指導のもと、

1活動を補充し、さわやか

1携して、地域において、

1の相談・援助活動を行う

イア相談員」を中学校に配

1す。

1童生徒・保護者に信頼さ

レの「心の悩み」に対して

・て相談に応じることがで

）経験を有する人を若干名

一
〇

鯉艀言狸講寝●
ζ育委員会へ申込み下さい。

》いては、教育委員会窓口

き要項をご覧ください。

二南町教育委員会

　　費36－1521内線237

輸
▽
黙
事
灘
鷺
櫻
雛
え
教
講

申込み　埼玉県動物指導センター

　　　　盈36－2465へ電話で直接申

　　　　込みください。

プ
r
「

1嶺醸騎申込み埼玉県動物指
遷譜　　一　　　難マ難含

　　　　　　ヌヌ㌃ 乞．・∵ 暦陸轟超
　　　　　　ゴこゴ　　　ド ル　ドきニ　ニユニヘ

時間　』 　 軽講や遍1灘講
し　　　　か

、。時。。分　　　パートタイマーの急

　　　　　　　　町の給食センターで
［3時30分　　　で働けるかたを募集し

10時00分　　 　た、希望者が多い場合

10時00分　　 、 おきます。

LO時00分　　1　《給食調理員》

し0時00分　1時　給700円
　　　　　　勤務時間　8時30分～l
lO時00分　　・仕事内容　給食調理の

マーの急募について

：ンターでは、次の条件

：を募集しています。ま

§多い場合は、登録して

～14時30分
巨の補助員

く問）

D歳までの健康な

開催日 内　　容 時　間

7日（日） 農業体験（ニンジンの購④ 13時30分

13日（土） 木エイヌ型抜き⑧ 10時00分

14日（日〉 農業体灘ヤベツの購④ 13時30分

17日（水） 料理教室（ニンジン料理）0 10時00分

19日（金） 木エヒナ人形の型抜きO 10時00分

21日（日〉 木エヒナ人形の型抜きO 10時00分

25日（木） 料理教室（ヤマトイモ料理）○ 10時00分

27日（土〉 木エナベ敷き⑧ 10時00分

28日（日） 木工工作開放日O 13時30分

給食センター

10時00分　　1　《給食調理員》

10時00分　1時　給700円
　　　　　　　勤務時間　8時30分～1
10時00分　　1仕事内容　給食調理の
　　　　　13時30分　　、　　　　　　（経験不問

0＝一般　1資　　格　30歳～50歳
　　　　　　　　　　　　女性
　　　　　il 申込み先　江南町学校

トカ・ら　　　　　　　　　　 盈36－4503

≦所　し 県立東松山高等飾專1県立東松山高等技術專門校生徒募集

募集内容

募集科目 定員 期間 備　考

電気設備科 20名 2年 年齢性

別不問電気工事科 20名 1年

」醐蔚垂憲』

1の処理』承ります

＝農薬、使用しなくな

詳などの処理にお困り
レか。

更売店、市町村、保健

奪危害防止推進協議会

爆薯差鰯讐●
＝。

：いる農薬や容器など

｝、多少にかかわらず
、
o

特殊なものを除き、

寄りの農協各支店ま
（盈23－2811）へ。

q
！
辺
m
r
髪
F
さ
・
、
旨
臨
庫
』
τ
∩
！

二
．
鼎
薗
罰
］
向
咽
『
遷
、
薗
剃
岡
蟄
－
－
N
肖

［
「
．
巳
宴
罧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
所

願書受付期間

　　平成11年2月1日～2月15日
願書受付場所

　県立東松山高等技術専門校

　　（学校卒業見込者）

　所在地を管轄する公共職業安定

　　（既卒者・一般者）

入校選考日　平成11年3月3日
願書配付・問い合わせ

　県立東松山高等技術専門校

　盈0493－22－0412または、

　各公共職業安定所（ハローワー

自衛隊幹部候補生説明｛

　自衛隊埼玉地方連絡部では、平

11年度採用一般幹部候補生の説匪

を下記のとおり行います。

日時平成11年3月13日出
　　　　午前10時～正午

場所航空自衛隊熊谷基地

開催日 内　　容 費　用

17日休） 県の花「サクラソウ1の植え付けと育て方 1，000円

22日（月） サギソウの育て方 1，100円

24日（水） 鉢植ハナモモの育て方 1，500円

　　　　　i　県立東松山高等技術専門校
30分から　ll　　　（学校卒業見込者）

　植物振　1　所在地を管轄する公共職業安定所
83－2841　11　　　（既卒者・一般者）

　　　　　1入校選考日　平成11年3月3日
　　　　　ま　　　　　1願書配付・問い合わせ
、教室　1、　県立東松山高等技術専門校

（土）　　1　　盈0493－22－0412または、

時　　　　1　各公共職業安定所（ハローワーク
　　　　　ぼ

害・糠難懸簿駄
祉協会．ll雫萎徽難器説明会

（熱、，鰯所纏習鶴正罷谷基地

落
葉
焚
く
今
日
は
静
か
な
日
で
あ
り
し

　
　
　
　
　
　
　
井
上
道
子

吹
き
た
ま
る
落
葉
の
申
を
下
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の
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国
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一
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新
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O
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O
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』

行
　
政
・
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配
、
こ
と
相
談

日
時
二
月
一
一
十
三
日
（
火
V

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場
　
所
　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

－
心
配
、
こ
と
相
談

、
日
時
二
月
九
日
（
火
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

、
場
所
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

、
成
人
健
康
相
談

日
時
二
月
九
日
（
火
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
　
午
前
十
一
時
三
十
分

場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談

日
　
時
　
原
則
と
し
て
毎
週
水
曜
日

申
込
み
　
江
南
町
教
育
委
員
会

　
　
　
侭
三
六
f
一
五
一
二

　
　
　
内
線
二
一
二
七
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すこやかさん⑳登場希望の人（対象は生後6カ月以上1歳未満）は役場総務課盈36－1521へ連絡してください。

r
瓢

国
奏

ノ1’翻』l！　
藍

　　　　　ゆ　き　な
山　田　雪　奈ちゃん＠

　平成10年2月15日生

両親1美宏雪蜘樋春）

　常識にとらわれず、やんち

ゃで、感情を素直にあらわす、

豊かな人間に育って欲しい、

と願っています。

　　　　　ゆうすけ
櫻田優介ちゃん⑭
　　　　　しゅんすけ
　　　　竣祐ちゃん㊥
　平成10年3月18日生

両親｛欣繁子蜘樋春）

　おっとりした優介に、活発

的な竣祐と性格の全く違う二

人ですが、これからの成長が

楽しみです。

　　　　　は　る　き
小　田　明　輝ちゃん㊥

　平成10年3月27日生

両礎鷺（上新田）

　お父さんに似て元気いっぱ
いの明輝。

おねえちゃん、おにいちゃん

　と仲良く遊んでいます。はや

　く大きくなってネ。

　　　　　ま　さ　き

大橋征記ちゃん＠
　平成10年3月20日生

両鵡畿（千代）

　最近、歩けるようになり、

ますます目が離せなくなって

きた征記です。

　元気で、明るい子に育って
ネ。

◆◆◆◆◆○◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆■○●○◆○◆◆◆◆◆◆◆○◆○◆○◆◆◆◆◆◆○◆◆○◆◆◆◆◆○◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆○◆●◆○◎◆◆◆◆◆◆◆■◆■○■○◆○■◎◆◎●○○◆■◆■◆◆◆
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ら
し
の
7
イ
デ
ィ
7

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

里
芋
の
お
か
か
コ
ロ
ッ
ケ

宇
治
川
　
静
子
さ
ん
（
板
井
）

▼
材
料

里
芋
…
…
・
…
…
…
…
…
・

桜
エ
ビ
・
黒
ゴ
マ
・
鰹
節

ア
サ
ツ
キ
…
…
…
…
…
・
…
D
・

卵
…
…
…
…
…
…
・
・
：
…
…

小
麦
粉
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・

塩
・
酢
・
コ
シ
ョ
ウ
…
…

小
か
ぶ
…
…
…
…
：
…
…
・
・

●
編
集
発
行

・
…
・
六
個

各
一
〇
9

…
一
〇
本

：
…
…
一
個

…
…
適
量

　
…
：
少
々

…
…
：
四
個

▼
作
り
方

①
里
芋
は
皮
を
む
き
、
多
め
の
塩
で
よ

　
く
も
み
、
ぬ
め
り
を
洗
い
流
し
ま
す
。

②
酢
少
々
を
入
れ
た
湯
で
、
や
わ
ら
か

　
く
な
る
ま
で
茄
で
ま
す
。

③
茄
で
あ
げ
た
芋
に
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ

　
を
少
々
ふ
っ
て
、
ざ
っ
と
つ
ぶ
し
ま

　
す
。
次
に
、
桜
エ
ビ
、
黒
ゴ
マ
、
小

　
口
切
り
に
し
た
ア
サ
ツ
キ
を
加
え
て

　
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
ま
す
。

④
③
を
十
二
等
分
し
て
、
小
判
型
に
ま

　
る
め
、
小
麦
粉
、
溶
き
卵
、
鰹
節
の

　
順
に
、
衣
を
付
け
ま
す
。

⑤
揚
げ
油
を
一
七
〇
度
～
一
八
○
度
に

　
熱
し
て
④
を
揚
げ
ま
す
。
鰹
節
が
焦

　
げ
な
い
よ
う
に
、
火
加
減
に
気
を
つ

　
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
小
か
ぶ
は
、
軸
を
少
し
残
し
て
水
洗

　
い
し
ま
す
。
八
つ
切
り
に
し
、
塩
で

　
軽
く
も
ん
で
か
ら
飾
り
つ
け
ま
す
。

埼
玉
県
大
里
郡
江
南
町
役
場
総
務
課

風
花

　
季
語
と
し
て
の
読
み
方
は
「
か
ざ
は

な
」　

あ
ま
り
耳
に
し
な
く
な
っ
た
言
葉
で

す
が
、
風
花
は
雪
の
こ
と
を
表
現
す
る

言
葉
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
晴
れ
て
い
る
の
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
っ

て
く
る
雪
の
こ
と
。

　
風
花
を
見
て
喜
ん
だ
幼
い
子
ど
も
が

手
に
取
ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ

て
い
っ
て
し
ま
う
。

　
た
と
え
て
言
え
ば
、
そ
れ
く
ら
い
軽

い
雪
と
い
う
こ
と
を
指
す
よ
う
で
す
。

　
晴
天
な
の
に
な
ぜ
雪
が
降
っ
て
く
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
遠
い
山
に
積
も
っ
た
雪
の
雪

片
が
、
風
に
よ
っ
て
山
を
越
え
て
風
下

に
降
る
と
い
う
よ
り
、
散
っ
て
く
る
場

合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
現
象
は
、
山
が
あ
り
、
冬
に
雪

が
多
く
降
る
地
方
に
、
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
風
花
と
い
う
美

し
い
響
き
を
も
つ
言
葉
は
、
雪
月
花
ま

た
は
、
月
雪
花
な
ど
と
言
っ
て
、
季
節

の
折
り
折
り
の
自
然
に
関
心
を
も
ち
つ

つ
観
賞
す
る
、
日
本
人
独
特
の
感
性
の

表
れ
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。

●
（
〇
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六
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五
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